
【基本目標】２．親育ち

　【基本施策】（１）安心して妊娠・出産ができる環境の整備

具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 R２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況

佐渡市特定不妊治療費助
成

新潟県特定不妊治療費助
成事業の助成を受けてい
る方に、体外受精・顕微
授精に要した費用の一部
と、通院費の一部を助成
します。

市民生活課
（健康推進
室）

不妊対策について、関係
機関との連携を図りま
す。

体外受精・顕微授精を受
けている夫婦

○

今後も関係機関と連携
し周知する。

周知方法について、関
係機関と連携してい
く。

対象となる方が申
請できるように関
係機関と連携し周
知する。

申請件数　３件
（R3.８月末現在）

　【基本施策】（２）子育て支援に関する情報提供・相談体制の充実

具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 R2 評価 R2 事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況

子育て支援情報の作成、
配布

子育て支援情報や子育て
サークルの活動紹介な
ど、配布することによ
り、子育ての当事者の仲
間づくりを進め、子育て
に関する不安の解消を図
ります。

子ども若者課
（子育て支援
係）

トキっ子応援プログラム
の内容修正、情報ツール
を活用した情報発信を再
検討。

子育て中の親

○

令和2年度中は、コロ
ナの影響もあり、制度
創設が多くあったた
め、検討のタイミング
を逸した。

プログラムの内容につ
いて、関係課が複数に
わたるため、手続きや
情報受取のタイミング
など、直感的に理解で
きるものに変更できな
いか検討を行う。

ホームページ等で
の情報発信の強化
を検討。

ホームページ内で各事業との
リンクを作成し、情報発信を
行う予定。

ペアレントトレーニング
（子どものパワーに負け
ない子育てが楽しく、楽
になるペアレント・ト
レーニング）

子どもへの接し方を学ぶ
ことで、子どもの問題行
動を減らすとともに、親
子がともに成長できるよ
う支援します。

子ども若者課
（子ども若者
相談セン
ター）

子どもへの接し方を学ぶ
ことで、子どもの問題行
動を減らすとともに、親
子がともに成長できるよ
う支援します。

発達障がい児を持つ保護
者　幼児版･･3～5歳児
の保護者学童版･･小学校
低学年の保護者

○

参加者の満足度は高い
が、わすれてしまうこ
とが考えられるので
フォローアップが必
要。

参加人数が少ない回も
ありSNS等で広く周知
をしていきたい。

・幼児版15回15
人参加延べ73人
・学童版16回延べ
63人
　

幼児版5回（5人参加）延べ
23人
学童版6回（3人参加）述べ
18人

NPプログラム（Ｈａｐ
ｐｙママになるための子
育て講座）

　子育てのスキル（能
力）を高めることによ
り、親としての自信がつ
くよう支援します。

子ども若者課
（子ども若者
相談セン
ター）

　子育てのスキル（能
力）を高めることによ
り、親としての自信がつ
くよう支援します。

0歳～5歳の子どもを持
つ親

○

講座終了後の参加者の
満足度は高いが、周知
をしても参加者が集ま
らない。日程、会場設
定等について再考す
る。

参加者を集めるのに苦
労した。しかし、参加
した子育て中の親は、
参加後「自己肯定感」
と「活気」が高まり、
日ごろの疲労回復と仲
間づくりに役立ったの
ではないか。親支援の
一助となっているが、
集団よりも個でのスキ
ルアップ講座の方が希
望者が多いような気が
した。

NPプログラム

・学童版8人✖3回

コース

・未就学児版8人✖

7回コース

・祖父母版8人✖7

回コース

・親支援教室8人✖

7回コース

NPプログラム学童版、未就学
児版、祖父母版、親支援教室

を計画。1回定員8名✖7回。

学童版コロナ感染予防のため
延期した。未就学児版、祖父
母版は10月から実施予定。

待っとったっちゃ
出産・子育て祝い金支給
事業
子どもが元気な佐渡が島
（たからじま）事業

佐渡市に住所地を持つ子
ども生まれた世帯に祝い
金を送り、新しい命が望
まれて誕生して来てくれ
たことに全島を挙げて注
目しお祝いをします。

子ども若者課
(子育て支援
係)

生まれてきた子どもは、
すべて佐度の宝であると
認識してもらい、佐渡全
島を挙げて家族を支援
し、家族の安心・安定、
出生数の増加につなげて
いくことについて検討。

△

国の特別定額給付金の
対象外となった新生児
に対し、「新生児臨時
給付金」を支給し、子
育て世帯の支援を行っ
た。

新生児臨時給付金事業
は、新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響を
考慮し開始した事業
だったため、引き続き
出生祝金制度の創設を
検討する。

出生祝金制度の創
設

令和３年４月から事業を開始
し、児童1人につき出生祝金１
０万円を支給している。

子育て支援センター充実
事業

佐渡市においても核家族
化が進み、子育て世帯の
パパママの孤立化が目
立ってきています。子育
て支援センターにおい
て、育児についての不安
や悩みを相談できる場、
同年代の子どもを持つ親
同士のピアサポートの場
として、子育ての悩みや
情報交換することによ
り、前向きな育児を支援
します。

子ども若者課
（子ども若者
相談セン
ター）

月齢の少ない赤ちゃんと
育児を頑張っているその
保護者を笑顔で向かえ、
息抜きのできる場を提供
します。佐渡市全体で育
児をする世代を応援して
いるということを伝え、
安心して産み育てること
のできる佐渡市を目指し
ます。

未就園児とその保護者

○

月２回専門職が子育て
支援センターにいると
いうだけで、子育て中
の親の安心の場になっ
た。

子育て支援センターの
活用を試行錯誤しなが
ら実施した事業である
が、月齢の少ない赤
ちゃんと母親にとって
有効であったかはまだ
わからないが、専門職
が月２回支援センター
にいるというだけで安
心の場になった。

子育て支援セン

ター5カ所✖月2回

助産師が訪問

子育て中のママたちの心の休
息の場として子育て支援セン
ターを活用する。助産師が月2
回子育て支援センターに訪問
し、ママたちの悩みや困りご
との相談を受けている。
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具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 R２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況

子育ち・親育ち学級 子育てを通して楽しく学
び、交流を深めてもらう
情報交換の場を提供しま
す。

社会教育課 親子・子育て世代を対象
とした講座・教室を開催
し、子育て世代のつなが
りや仲間づくりの場とし
て交流を深めてもらう。

子育て世代

○

前期4回、後期5回の
プログラムを実施し
た。参加数61名。
託児サービスを提供で
きた。

参加者が安心して参加
できるよう全プログラ
ムを託児有とした。子
育て中の親のニーズを
的確にとらえる。

親子・子育て世代
の不安や悩みを共
有し解消できる繋
がりや仕組みづく
り。

内容をアンケート結果から考
慮し、関係機関へ相談しプロ
グラムを作成。前期4回、後期
5回を予定し、9月よりスター
トしている。

　【基本施策】（３）家庭と子育ての調和

具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 R2 評価 R2 事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況

男女共同参画事業 男女共同参画意識を啓発
し、男女が共に家庭や地
域活動、仕事のあり方に
ついて考え直し、協力し
て取組めるよう推進す
る。

企画課 男女共同参画意識の啓発
を目的とした市民向けセ
ミナーの開催（内容：男
女の家事・育児・介護等
への参加）

一般市民、主に子育て世
代の夫婦がターゲット

○

①一般市民向けに、男
女共同参画の意識啓発
を一定程度行うことが
できた。
（参加者23名）
②事業所アンケート調
査については、男女共
同参画推進懇談会にお
いて報告書の内容を審
議するとともに、今後
の事業所向け施策に向
けて有効活用すべく、
庁内推進会議にも共有
を行った。

今年度のセミナーの
テーマ「男性の家事・
育児等への参画」は、
令和元年度に実施した
市民意識調査の結果を
踏まえて政策的に決定
したものであり、今後
も継続して意識啓発に
取り組む必要がある
が、「イクメン・カジ
ダンのススメ」という
タイトルの影響か、セ
ミナー参加者が男性に
偏ってしまった。男女
共に参加していただけ
るよう、次年度開催に
あたっては広報の仕方
を工夫する必要があ
る。

セミナーにより、
市民意識の啓発を
図る。
参加者目標数　30
名。

新潟県女性財団と協力し、11
月6日に市民向けセミナーを実
施予定。
子育て世代の夫婦を対象と
し、男女が協力して家庭参加
することの意識啓発を行う。
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